
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 東北文教大学短期大学部 
設置者名 学校法人富澤学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難
全学

共通

科目

学部

等 

共通

科目

専門

科目
合計 

 

総合文化学科 
夜 ・

通信
22 22 7  

子ども学科 
夜 ・

通信
46 46 7  

人間福祉学科 
夜 ・

通信
66 66 7  

 

 
夜 ・

通信
 

 

 
 

 
夜 ・

通信
   

（備考） 

総合文化学科は、上級ビジネス実務士を含め 6種類の資格が取得可能なカリキュラ

ムを構成しており、総単位数は 192 単位である。子ども学科は、幼稚園教諭 2種免許

状・保育士資格を取得できるカリキュラムを構成しており、総単位数は 116 単位であ

る。また、人間福祉学科は、介護福祉士国家試験受験資格を取得できるカリキュラム

を構成しており、総単位数は 139 単位である。 

各学科の人材養成の目的上、実務経験のある教員による授業科目を多く開設してい

る。特に子ども学科と人間福祉学科は、資格の性質上、実習関係の科目が多い。 

総合文化学科、子ども学科について、今年度は、新課程移行初年度であり、1年は新

課程、2年は旧課程である。 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

ホームページに公表している。（http://www.t-bunkyo.jp/syllabus/jc/） 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 



  

（困難である理由） 

 



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 東北文教大学短期大学部 
設置者名 学校法人富澤学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
富澤学園ホームページにおいて公開している。 

（トップページ≫情報公開≫学校法人富澤学園役員名簿） 

http://tomizawa.ac.jp/wp/wp-

content/uploads/2019/06/0ecf206875dc70ebd4a617a91542f819.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容

や期待する役割 

非常勤 地方銀行相談役 

4 年 

(2017.6.1 

～2021.5.31)

財務担当 

非常勤 前公立高等学校校長 

4 年 

(2017.6.1 

～2021.5.31)

教務担当 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 東北文教大学短期大学部 

設置者名 学校法人富澤学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表して

いること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

全学組織である教務委員会にシラバス検討・作成小委員会を設け、シラバス作成要

領案を策定している。策定に当たっては、シラバスの各項目の検討や特に注意すべき

留意点等について協議し、教務委員会に諮った上で作成要領を確定している。確定し

た作成要領は、次年度の開講科目一覧を提案する教授会において周知し、シラバス作

成を開始する。また、教授会終了後に FSD 研修を開催し、シラバス作成の変更点や

作成上の特に注意すべき留意点等、作成要領について詳しく説明を行っている。非常

勤講師については、個別に対応している。 
シラバスの記載項目は、「科目のねらい」「授業の概要」「達成目標・到達目標」「単

位認定の要件」「単位の認定方法及び割合」「授業計画（項目、内容）」「時間外学修」

「課題に対するフィードバック」「使用テキスト・教材」「参考文献」「連絡先」として

いる。 
 授業担当者から提出されたシラバスについては、シラバス検討・作成小委員会と学

務課職員が一体となり、記載内容が適正であるかをチェックしている。単なる編集上

のチェックのみならず、学科のカリキュラムポリシーに基づいての確認も行い、内容

等について、不足・不備等の修正が必要な場合には、委員より教員に連絡し、追加修

正等を依頼している。 
 シラバス作成終了後、教務委員会において、検討・作成小委員会より、内容チェッ

ク後の課題等の報告とシラバス作成全体の反省点等について報告を行い、次年度への

改善に活かしている。 
 完成したシラバスは、前期のオリエンテーション前までにホームページに公開し、

オリエンテーション期間内での教務ガイダンスや学生の履修登録に支障のないよう

にしている。 
 

授業計画書の公表方法 

ホームページに公開している。（東北文教大学短期大学部

シラバス授業計画と履修の手引 PC 版）（http://www.t-

bunkyo.jp/syllabus/jc/）） 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 



  

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

単位認定は授業時数 3分の 2以上出席が必要であることを履修規程に明示するとと

もに、学修成果の評価は、全授業科目のシラバスに「達成目標・到達目標」、「単位認

定の要件」及び「単位認定の方法及び割合」を明示し、その記載に則り、100 点満点

法により厳格に実施している。 

学生には、前・後期毎の履修科目について、Ｓ（100 点〜90 点）、Ａ（89 点〜80 点）、

Ｂ（79 点〜70 点）、Ｃ（69 点〜60 点）、Ｄ（59 点以下、不合格）の表記で通知すると

ともに、学修成果をＧＰＡとして学生に通知し、学修の達成度を意識させている。 

学修意欲の向上については、全授業科目で出欠を確認し、3 回以上欠席している授業

科目については、学科の全教員が共有し、特に 3回以上欠席している科目が多い学生

については、担任が面談・指導する体制をとっている。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

・ＧＰＡの算出は、以下の方法で実施している。本学では、学修成果がより実感で

きるように、科目のＧＰの計算には、学修成果の評価に使用した 100 点満点法に

よる得点をそのまま利用している。 

   ＧＰＡ＝（科目のＧＰ×科目の単位数）の合計÷総登録科目単位数 

   科目のＧＰ＝（得点−55）÷10 

 

・ＧＰＡを適切に実施するため、ＧＰＡの算出には、履修取り消し・履修放棄・履

修不履行の科目及び他大学等で取得した単位を含めないこと、不合格・出席不足

の科目のＧＰは 0点であること、再履修科目のＧＰは再履修後のＧＰを利用する

こと等を公表している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

「履修規程」「学生生活の手引き」「授業計画と履修の手引

き『シラバス』」で公表しており、ホームページより確認す

ることができる。（キャンパスライフ≫学生生活） 

（http://www.t-bunkyo.jp/campuslife/pdf/tebiki_jc.pdf）

また、ホームページ「シラバス・授業の履修について」（シ

ラバス≫授業の履修について）（http://www.t-bunkyo.jp/

syllabus/jc/）でも公表している。 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 



  

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

以下のような卒業の認定方針と卒業要件を公表している。 

（公表内容） 

総合文化学科 

 東北文教大学は、「敬・愛・信」の建学の精神に基づく教育を通して、人間性豊かな、

社会に貢献できる実践的な人間の育成を目的としています。 

 短期大学部は、各学科が学修の成果として求める、知識・技能・態度を身につけ、

地域、社会で実践することができる人材の育成を目的としています。 

 総合文化学科は、以下のことを身につけ、社会人としての基礎的能力を活かし、地

域に貢献し、また、自らの人生を自律的に選択し、社会を生き抜いていくことのでき

る人材の育成を目的としています。 

1.多様な選択が可能である社会において、さまざまなことがらにその都度対応する

ために必要な汎用的能力、問題解決能力を身につけ、自分や地域・社会にとって

働くこと、生きることがどのような意義を持ちうるのかを考えて人生設計をして

いける。 

2.学問の方法を身につけ、人間や社会・地域について、歴史と文化を踏まえながら

総合的に理解し、社会事象を説明することができる。 

3.実務遂行能力を身につけ、修得した知識やスキルを基盤として、コミュニケーシ

ョン能力を高め、実社会に役立つ力として発揮することができる。 

4.学問の実践力を身につけ、社会や地域がかかえる課題について、歴史や文化、産

業等を関連させながら分析・考察し課題解決への方向性を示すことができる。 

 以下に示す所定の単位数を含めた、卒業所要単位数を修得した人に卒業を認定し、

短期大学士（総合文化学）の学位を授与します。 

1 については、基礎科目の「アカデミックスキル」「基礎学力」「メディアリテラシ

ー」「リサーチ入門」区分で定める単位数 

2 については、コア科目の「ことばとコミュニケーション」「現代と情報メディア」

「文化の多様性」の 3系統と「関連」区分で定める単位数 

3 については、基礎科目の「キャリア」区分で定める単位数 

4 については、発展必修科目の「卒業研究」科目の単位数 

子ども学科 

東北文教大学は、「敬・愛・信」の建学の精神に基づく教育を通して、人間性豊かな、

社会に貢献できる実践的な人間の育成を目的としています。 

 短期大学部は、各学科が学修の成果として求める、知識・技能・態度を身につけ、地

域、社会で実践することができる人材の育成を目的としています。 

 子ども学科は、以下のことを身につけ、豊かな人間性と社会性を兼ね備えた、保育・

教育における総合的実践力を有する人材の育成を目的としています。 

1.保育・教育の本質を説明することができる。 

2.5 領域を理解し、総合的に保育を計画し実践することができる。 

3.保育をするための方法や技術を身につけ、実践することができる。 

4.保育者として相応しい言動をすることができる。 

5.豊かな感性と情操を身につけ、保育者として子どもを共感的に受け止めることが

できる。 

6.自分の意見を発表するとともに、他人の意見に傾聴・共感することができる。 

7.社会人としての教養を身につけ、自ら問題を発見し解決に向けて探求することが

できる。 

 以下に示す必修科目の単位数を含めた、卒業所要単位を修得した人に卒業を認定し、

短期大学士（子ども学）の学位を授与します。 

1 については、「教育原理」「保育原理」 

2・3・4・5については、「幼児と健康」「幼児と人間関係」「幼児と環境」「幼児と言



  

葉」「幼児と表現」 

6 については、「基礎演習」 

7 については、「現代子ども論」「卒業研究」 

人間福祉学科 

東北文教大学は、「敬・愛・信」の建学の精神に基づく教育を通して、人間性豊かな、

社会に貢献できる実践的な人間の育成を目的としています。 

 短期大学部は、各学科が学修の成果として求める、知識・技能・態度を身につけ、地

域、社会で実践することができる人材の育成を目的としています。 

 人間福祉学科は、以下のことを身につけ、人権を尊重する基本姿勢と、深い人間愛、

豊かな人間性を兼ね備えた、介護福祉における基礎的な実践力を有する人材の育成を

目的としています。 

1.人間科学及び社会福祉に関する知識を理解したうえで、地域の諸問題に責任をも

って関わるための思考力・判断力・表現力を身につけ、意見を交わすことができ

る。 

2.介護を必要とする人が、自分らしい生活を継続できるよう、基本的な生活支援

技術を実践できる。 

3.人間の尊厳や人権を尊重する態度と倫理観を持ち、コミュニケーション力・協調

性・積極性を身につけ、社会に貢献できる。 

 以下に示す所定の単位数を含めた、卒業所要単位を修得した人に卒業を認定し、短期

大学士（人間福祉学）の学位を授与します。 

1 については、人間福祉基盤教育科目における「基礎科目」「発展科目」区分で定め

る単位数 

2 については、介護福祉専門教育科目における「介護」「こころとからだのしくみ」

区分で定める単位数 

3 については、介護福祉専門教育科目における「人間と社会」区分で定める単位数 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

大学案内（ホームページ「デジタルパンフレット」

(http://www.t-bunkyo.jp/request/digital-pamphlet. 

html)）、学生便覧（ホームページ「キャンパスライフ≫学生

生活」（http://www.t-bunkyo.jp/campuslife/pdf/tebiki 

_jc.pdf)）、ホームページ（大学紹介≫情報公開≫4.上記以

外の情報≫ディプロマ・ポリシー/カリキュラム・ポリシー

/アドミッション・ポリシー）（http://www.t-bunkyo.jp/ 

aboutus/disclosure/） 
 

  



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 

学校名 東北文教大学短期大学部 

設置者名 学校法人富澤学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法

貸借対照表 
富澤学園ホームページにおいて公開している。（トップページ≫情報

公開≫平成 30 年度事業報告書）（http://tomizawa.ac.jp/wp/wp-

content/uploads/2019/06/4c69a2454333566f1e80ff8002422d4b.pdf）

収支計算書又は

損益計算書 

富澤学園ホームページにおいて公開している。（トップページ≫情報

公開≫平成 30 年度事業報告書）（http://tomizawa.ac.jp/wp/wp-

content/uploads/2019/06/4c69a2454333566f1e80ff8002422d4b.pdf）

財産目録 
富澤学園ホームページにおいて公開している。（トップページ≫情報

公開≫平成 30 年度事業報告書）（http://tomizawa.ac.jp/wp/wp-

content/uploads/2019/06/4c69a2454333566f1e80ff8002422d4b.pdf）

事業報告書 
富澤学園ホームページにおいて公開している。（トップページ≫情報

公開≫平成 30 年度事業報告書）（http://tomizawa.ac.jp/wp/wp-

content/uploads/2019/06/4c69a2454333566f1e80ff8002422d4b.pdf）

監事による監査

報告（書） 

富澤学園ホームページにおいて公開している。（トップページ≫情報

公開≫平成 30 年度事業報告書）（http://tomizawa.ac.jp/wp/wp-

content/uploads/2019/06/4c69a2454333566f1e80ff8002422d4b.pdf）

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：2019 年度年次計画【東北文教大学・同短期大学部】 対象年度：2019

年度） 

公表方法：ホームページにて公表している 

http://www.t-bunkyo.jp/aboutus/disclosure/ 

中長期計画（名称：学校法人富澤学園の中長期計画（2018 年度～2022 年度） 対象年度：

2018 年度～2022 年度） 

公表方法：ホームページにて公表している 

http://www.t-bunkyo.jp/aboutus/disclosure/ 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：ホームページにおいて公表している（大学紹介≫大学評価） 

http://www.t-bunkyo.jp/aboutus/evaluation.html 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法：ホームページにおいて公表している（大学紹介≫大学評価） 

http://www.t-bunkyo.jp/aboutus/evaluation.html 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名  

教育研究上の目的（公表方法：学則（ホームページ「大学紹介≫ 情報公開≫ 学内諸

規程」（http://www.t-bunkyo.jp/aboutus/disclosure/kitei.html）、学生便覧（ホー

ムページ「キャンパスライフ≫学生生活」（http://www.t-bunkyo.jp/campuslife/pdf

/tebiki_jc.pdf)） 

（概要） 

東北文教大学短期大学部は、教育基本法及び学校教育法に基づき、深く専門の学芸を教

授研究し、職業または実際生活に必要な能力を育成するとともに、「敬・愛・信」の建学

の精神にのっとり人間性豊かな、真に社会に貢献しうる実践的な人間の育成を目的とする。

卒業の認定に関する方針（公表方法：ホームページ（大学紹介≫情報公開≫4.上記以

外の情報≫ディプロマ・ポリシー/カリキュラム・ポリシー/アドミッション・ポリシ

ー）（http://www.t-bunkyo.jp/aboutus/disclosure/）、大学案内（ホームページ「デ

ジタルパンフレット」(http://www.t-bunkyo.jp/request/digital-pamphlet.html)、学

生 便 覧（ホ ー ムペー ジ 「キャ ン パスラ イ フ≫学 生 生活」 (http://www.t-

bunkyo.jp/campuslife/pdf/tebiki_jc.pdf）） 

（概要） 

総合文化学科 

 東北文教大学は、「敬・愛・信」の建学の精神に基づく教育を通して、人間性豊かな、

社会に貢献できる実践的な人間の育成を目的としています。 

 短期大学部は、各学科が学修の成果として求める、知識・技能・態度を身につけ、地域、

社会で実践することができる人材の育成を目的としています。 

 総合文化学科は、以下のことを身につけ、社会人としての基礎的能力を活かし、地域に

貢献し、また、自らの人生を自律的に選択し、社会を生き抜いていくことのできる人材の

育成を目的としています。 

1.多様な選択が可能である社会において、さまざまなことがらにその都度対応するため

に必要な汎用的能力、問題解決能力を身につけ、自分や地域・社会にとって働くこと、

生きることがどのような意義を持ちうるのかを考えて人生設計をしていける。 

2.学問の方法を身につけ、人間や社会・地域について、歴史と文化を踏まえながら総合

的に理解し、社会事象を説明することができる。 

3.実務遂行能力を身につけ、修得した知識やスキルを基盤として、コミュニケーション

能力を高め、実社会に役立つ力として発揮することができる。 

4.学問の実践力を身につけ、社会や地域がかかえる課題について、歴史や文化、産業等

を関連させながら分析・考察し課題解決への方向性を示すことができる。 

 以下に示す所定の単位数を含めた、卒業所要単位数を修得した人に卒業を認定し、短期

大学士（総合文化学）の学位を授与します。 

1 については、基礎科目の「アカデミックスキル」「基礎学力」「メディアリテラシー」

「リサーチ入門」区分で定める単位数 

2 については、コア科目の「ことばとコミュニケーション」「現代と情報メディア」「文

化の多様性」の 3系統と「関連」区分で定める単位数 

3 については、基礎科目の「キャリア」区分で定める単位数 

4 については、発展必修科目の「卒業研究」科目の単位数 

子ども学科 

東北文教大学は、「敬・愛・信」の建学の精神に基づく教育を通して、人間性豊かな、



  

社会に貢献できる実践的な人間の育成を目的としています。 

 短期大学部は、各学科が学修の成果として求める、知識・技能・態度を身につけ、地域、

社会で実践することができる人材の育成を目的としています。 

 子ども学科は、以下のことを身につけ、豊かな人間性と社会性を兼ね備えた、保育・教育

における総合的実践力を有する人材の育成を目的としています。 

1.保育・教育の本質を説明することができる。 

2.5 領域を理解し、総合的に保育を計画し実践することができる。 

3.保育をするための方法や技術を身につけ、実践することができる。 

4.保育者として相応しい言動をすることができる。 

5.豊かな感性と情操を身につけ、保育者として子どもを共感的に受け止めることができ

る。 

6.自分の意見を発表するとともに、他人の意見に傾聴・共感することができる。 

7.社会人としての教養を身につけ、自ら問題を発見し解決に向けて探求することができ

る。 

 以下に示す必修科目の単位数を含めた、卒業所要単位を修得した人に卒業を認定し、短期

大学士（子ども学）の学位を授与します。 

1 については、「教育原理」「保育原理」 

2・3・4・5については、「幼児と健康」「幼児と人間関係」「幼児と環境」「幼児と言

葉」「幼児と表現」 

6 については、「基礎演習」 

7 については、「現代子ども論」「卒業研究」 

人間福祉学科 

東北文教大学は、「敬・愛・信」の建学の精神に基づく教育を通して、人間性豊かな、

社会に貢献できる実践的な人間の育成を目的としています。 

 短期大学部は、各学科が学修の成果として求める、知識・技能・態度を身につけ、地域、

社会で実践することができる人材の育成を目的としています。 

 人間福祉学科は、以下のことを身につけ、人権を尊重する基本姿勢と、深い人間愛、豊か

な人間性を兼ね備えた、介護福祉における基礎的な実践力を有する人材の育成を目的とし

ています。 

1.人間科学及び社会福祉に関する知識を理解したうえで、地域の諸問題に責任をもって

関わるための思考力・判断力・表現力を身につけ、意見を交わすことができる。 

2.介護を必要とする人が、自分らしい生活を継続できるよう、基本的な生活支援技術

を実践できる。 

3.人間の尊厳や人権を尊重する態度と倫理観を持ち、コミュニケーション力・協調性・

積極性を身につけ、社会に貢献できる。 

 以下に示す所定の単位数を含めた、卒業所要単位を修得した人に卒業を認定し、短期大学

士（人間福祉学）の学位を授与します。 

1 については、人間福祉基盤教育科目における「基礎科目」「発展科目」区分で定める

単位数 

2 については、介護福祉専門教育科目における「介護」「こころとからだのしくみ」区

分で定める単位数 

3 については、介護福祉専門教育科目における「人間と社会」区分で定める単位数 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：ホームページ（大学紹介≫情報公

開≫4.上記以外の情報≫ディプロマ・ポリシー/カリキュラム・ポリシー/アドミッシ

ョン・ポリシー（http://www.t-bunkyo.jp/aboutus/disclosure/）、大学案内（ホーム

ページ「デジタルパンフレット」(http://www.t-bunkyo.jp/request/digital-

pamphlet.html)、学生便覧（ホームページ「キャンパスライフ≫学生生活」

（http://www.t-bunkyo.jp/campuslife/pdf/tebiki_jc.pdf）） 



  

（概要） 

総合文化学科 

 総合文化学科の教育目標に掲げる知識・技能・態度が身につくように、基礎必修科目、

コース科目、共通科目、発展科目の 4 領域でカリキュラムを編成し、講義、演習の科目を

配置します。 

教育内容 

1.基礎必修科目では、汎用的能力・社会人としての基礎的能力を身につけるため、必修

12 単位の修得を卒業要件として、「アカデミックスキル」「基礎学力」「キャリア」

「メディアリテラシー」の各科目を配置します。 

2.コース科目では、学問の方法を身につけ、歴史と文化を踏まえて人間や社会の出来事

を総合的に理解し説明できるようになるため、「文化コース」「社会コース」を設け、

それぞれのコースを体系的に学ぶために「コース必修」4 単位、「コースコア」選択

必修 4単位以上、「コース関連」選択必修 6単位以上の修得を卒業要件とする科目を

配置します。 

3.共通科目では、実務遂行能力を身につけ、知識や技術をもとにコミュニケーション能

力を高めるため、「教養」「語学」「情報」「医療秘書士」「図書館司書」の各科目

を配置します。 

4.発展必修科目では、文化や社会の課題を分析・考察し自己の問題として課題解決への

方向性を示すことができるようになるため、「卒業研究」必修 4単位を配置します。

5.発展応用科目では、汎用的能力・社会人としての基礎的能力、学問の方法、実務遂行

能力・コミュニケーション能力をさらに高めるために、「ハイレベル」科目を配置し

ます。 

教育方法 

1.基礎的な知識の修得と活用を多様な授業のなかで繰り返し行い、実践的な力を身に付

けます。 

2.グループワークを通して、課題解決のためのコミュニケーション能力を養います。 

3.身近な話題を提示することで、課題に気付き、答えを考え、行動に結び付ける態度を

養います。特に、卒業研究において、自ら課題を発見し、仮説を立て、論証する、論

理的思考力を養います。 

4.チーム・ティーチングによって、教員が連携し学生を複数の視点からとらえることで、

一人一人の持つ特性を把握し、それぞれに合った成長を促します。 

教育評価 

1.各科目では、シラバスに示した「達成目標・到達目標」「単位認定の要件」「単位の

認定方法及び割合」を基に、担当教員が 100 点満点の数量的評価を行います。 

2.各セメスター終了後に、履修状況と GPA 評価による学修成果の査定を行います。 

3.2 年間の学修成果を、学業成績を集約した卒業判定と、資格取得によって数量的に測

定し、学科でまとめる卒業研究の要旨集及び卒業研究の成果発表会において質的に測

定します。 

子ども学科 

カリキュラム・ポリシーとは、東北文教大学の教育内容とその配列の方針をまとめたも

のです。学生が入学から卒業までに何をどのように学ぶのか、その計画が示されています。

 子ども学科の教育目標に掲げる知識・技能・態度が身につくよう、「教養科目」と「専門

科目」の２つの科目群を編成し、講義・演習・実習の科目を配置します。 

教育内容 

1.教養科目は、人間性と社会性を支える基礎的な教養と学習方法の修得を目的とし、生

涯にわたる研鑽の基礎となる科目を配置し、必修 4単位を含む 8単位以上の修得を卒

業要件とします。 

2.専門科目は、総合的実践力を養うために、次の三つの観点より科目を配置し、必修 11

単位を含む 42 単位以上の修得を卒業要件とします。 1.保育・教育の本質を理解し、

保育を多角的に捉えるための科目を配置します。 

2.保育を総合的に計画・実践するための科目を配置します。 



  

3.子どもの心身の育ちを支えるために必要な専門知識・技術を養うための科目を配置し

ます。 

教育方法 

1.履修モデルなどを通して、希望進路や興味・関心、理解度に応じた履修ができるよう

にします。 

2.講義・演習の学修進度に応じた実習科目を配置し、実習の事前事後指導科目をすべて

の学期に配置することで、講義・演習と実習を密接に関連付けた学修ができるように

します。 

3.保育内容関係科目・実習事前指導科目を中心に、チーム・ティーチングを多く取り入

れ、多角的な視野を身につけられるようにします。 

4.グループワークや演習を多く取り入れ、学生が主体的に学修できるようにします。ま

た、課題解決のためのコミュニケーション力を身につけられるようにします。 

 

教育評価 

1.各科目では、シラバスに示した「達成目標・到達目標」「単位認定の要件」「単位の

認定方法及び割合」を基に、担当教員が 100 点満点の数量的評価を行います。 

2.学科では、各セメスター終了後に、履修状況と GPA 評価による学修成果の査定を行

います。 

3.2 年間の学習成果を、学業成果を集約した卒業判定と、資格取得によって数量的に

測定し、学科でまとめる卒業研究の要旨集および卒業研究の成果発表会において質

的に測定します。 

4.幼稚園教諭二種免許状取得希望者に関しては、自己課題の明確化等につながるよう

に、教職に関する科目毎の履修カルテ（授業の達成目標・到達目標に関する自己評価

とそれに対する担当教員の助言）を作成します。 

人間福祉学科 

カリキュラム・ポリシーとは、東北文教大学の教育内容とその配列の方針をまとめたも

のです。学生が入学から卒業までに何をどのように学ぶのか、その計画が示されています。

 人間福祉学科の教育目標に掲げる知識・技能・態度が身につくよう、人間福祉基盤教育科

目と介護福祉専門教育科目の 2 領域で編成し、講義・演習・実習の科目を適切に配置しま

す。 

教育内容 

1.人間福祉基盤教育科目 : 「基礎科目」と「発展科目」で編成しています。「基礎科

目」は必修 3科目を含む 5単位以上の修得を卒業要件とします。「発展科目」は必修

4科目を含む 5単位以上の修得を卒業要件とします。 

1.基礎科目 : 初年次教育として文章作成や芸術を通した表現力を育成するための科

目と、英語、文化、精神保健、スポーツに関する科目を配置します。 

2.発展科目 : 地域の人々がより豊かな生活を送ることができるよう、実践的な地域

活動や余暇活動の科目を配置します。また、それまでの教育内容の統合化として、

専門領域の課題解決に取り組む卒業研究を必修科目として配置します。 

2.介護福祉専門教育科目 : 介護福祉専門領域のキャリア教育に基づく「人間と社会」

「介護」「こころとからだのしくみ」「医療的ケア」で編成しています。「人間と社

会」は必修 5科目を含む 14 単位以上の修得を卒業要件とします。「介護」は選択必修

10 単位以上の修得を卒業要件とします。「こころとからだのしくみ」は選択必修 8単

位以上の修得を卒業要件とします。  

1.人間と社会 : 介護を必要とする人に対する全人的な理解や尊厳の保持、社会福祉

制度に関する科目を配置します。 

2.介護 : 人間の幸せと社会のあり方を幅広く捉え、「尊厳の保持」「自立支援」を

踏まえて、あらゆる介護場面で活用できる基本的な介護の知識・技術を修得する科

目を配置します。 

3.こころとからだのしくみ : 介護実践に必要な、人間の成長と発達ならびに障がい

の医学的側面に関するこころとからだのしくみを理解する科目を配置します。 



  

4.医療的ケア : 医療職との連携のもとで医療的ケアを安全・適切に実践するために

必要な知識・技術・態度を修得する科目を配置します。 

教育方法 

1.学生が主体的に授業に参加し、学生間の協働により課題を解決する力を養うために、

グループワークやディスカッション、体験学習等の能動的教育方法を取り入れます。

2.履修モデルやカリキュラムマップ等を通し、講義・演習の学習進度に応じた実習科目

を配置し、各担当教員による学生の個別性に応じた学習支援をします。 

3.地域社会の人との関わりを通じた教育方法を取り入れ、学生自ら考え学ぶことができ

るような地域との連携体制を構築します。 

教育評価 

1.各科目では、シラバスに示した「達成目標・到達目標」「単位認定の要件」「単位の

認定方法及び割合」を基に、担当教員が 100 点満点の数量的評価を行います。 

2.学科では、各セメスター（学期）終了後に、履修状況と GPA 評価による学修成果の査

定を行います。 

3.2 年間の学修成果を、学業成績を集約した卒業判定と、資格取得によって数量的に測定

し、学科でまとめる卒業研究の要旨集及び卒業研究の成果発表会において質的に測定しま

す。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：ホームページ（大学紹介≫情報公開≫4.上

記以外の情報≫ディプロマ・ポリシー/カリキュラム・ポリシー/アドミッション・ポ

リシー）(http://www.t-bunkyo.jp/aboutus/disclosure/)、大学案内（ホームページ「デ

ジタルパンフレット」(http://www.t-bunkyo.jp/request/digital-pamphlet.html)、募

集要項（入試広報センターにて配付））） 

（概要） 

総合文化学科 

育成したい人材 

 東北文教大学は、「敬・愛・信」の建学の精神に基づく教育を通して、人間性豊かな、

社会に貢献できる実践的な人間を育成したいと考えています。 

 短期大学部は、各学科が学修の成果として求める、知識・技能・態度を身につけ、地域、

社会で実践することができる人材を育成したいと考えています。 

 総合文化学科は、社会人としての基礎的能力を活かし、地域に貢献し、また、自らの人

生を自律的に選択し、社会を生き抜いていくことのできる人材を育成したいと考えていま

す。 

求める学生像 

 総合文化学科では、以下の知識・学力、態度、意欲が備わった学生を求めます。 

1.自分と他人との関わりや社会のあり方などに興味と関心を持ち、自分の生き方を考え

る力を身につけようとする態度が備わっている。 

2.人間や社会について探究するための具体的方法を学ぶ基礎的知識・学力を有する。 

3.実社会に役立つ能力を身につけたいという意欲がある。 

4.人間や社会がかかえる課題について、積極的に考えてみようという態度が備わってい

る。 

入学者選抜の基本方針 

 総合文化学科では、本学科の求める学生像に記された要件を備えた学生を適正に受け入

れるために、推薦入試、試験入試（一般試験入試・大学入試センター試験利用入試）、特

別入試の 3つの方法で選抜を行います。 

1.推薦入試では、自分の生き方や社会の課題に応えられる能力を身につけようとする

度・意欲のある学生を受け入れるために、面接を課します。 

2.試験入試（一般試験入試［前期］・大学入試センター試験利用入試）では、学科の学

修に主体的に取り組める基礎的知識・学力を持った学生を受け入れるために、国語と

英語を課します。試験入試（一般試験入試［後期］）では、学科の学修に主体的に取

り組める基礎的知識・学力と理解力、表現力を持った学生を受け入れるために、国語

と面接を課します。 



  

3.特別入試では、社会人としての経験を持つ人には、学科の学修に取り組める理解力、

表現力を持った学生を受け入れるために、作文と面接を課します。また、外国人留学

生として学修したいという人には、学科の学修に主体的に取り組める日本語能力と理

解力、表現力を持った学生を受け入れるために、日本語と面接を課します。 

子ども学科 

育成したい人材 

 東北文教大学は、「敬・愛・信」の建学の精神に基づく教育を通して、人間性豊かな、社

会に貢献できる実践的な人間を育成したいと考えています。 

 短期大学部は、各学科が学修の成果として求める、知識・技能・態度を身につけ、地域、

社会で実践することができる人材を育成したいと考えています。 

 子ども学科では、豊な人間性と社会性を兼ね備えた、保育・教育における総合的実践力を

有する人材を育成したいと考えています。 

 

求める学生像 

 子ども学科では、以下の目的意識、知識・学力、態度が備わった学生を求めます。 

1.本学科の特色を理解し、明確な勉学目的を有し、自己目標を達成するために意欲的に

行動できること 

2.本学科で学ぶための基礎学力があり、思考力と表現力を有していること。 

3.保育者に相応しい人間性と礼儀作法、言葉遣い、生活習慣を身につけており、子ども、

おとなを問わずコミュニケーションができること。 

4.広く社会への関心を持ち、問題意識や意見をもつことができること。 

入学者選抜の基本方針 

 子ども学科では、本学科の求める学生像に記された要件を備えた学生を適正に受け入れる

ために、推薦入試、試験入試（一般試験入試・大学入試センター試験利用入試）、特別入

試の 3つの方法で選抜を行います。 

1.推薦入試では、明確な勉学目的を持ち、自己目標を達成するために意欲的に行動でき、

かつ、保育者に相応しい人間性を持った学生を受け入れるために、面接を課します。

2.試験入試（一般試験入試［前期］・大学入試センター試験利用入試）では、学科の学

修に主体的に取り組める基礎的知識・学力を持った学生を受け入れるために、国語と

英語を課します。試験入試（一般試験入試［後期］）では、学科の学修に主体的に取

り組める基礎的知識・学力と理解力、表現力を持った学生を受け入れるために、国語

と面接を課します。 

3.特別入試では、社会人としての経験を持つ人には、保育職を理解した上で、学科の学

修に取り組める理解力、表現力を持った学生を受け入れるために、作文と面接を課し

ます。また、外国人留学生として学修したいという人には、日本の保育職と免許・資

格を理解した上で、学科の学修に主体的に取り組める日本語能力と理解力、表現力を

持った学生を受け入れるために、日本語と面接を課します。 

人間福祉学科 

育成したい人材 

 東北文教大学は、「敬・愛・信」の建学の精神に基づく教育を通して、人間性豊かな、

社会に貢献できる実践的な人間を育成したいと考えています。 

 短期大学部は、各学科が学修の成果として求める、知識・技能・態度を身につけ、地域、

社会で実践することができる人材を育成したいと考えています。 

 人間福祉学科は、人権を尊重する基本姿勢と、深い人間愛、豊かな人間性を兼ね備えた、

介護福祉における基礎的な実践力を有する人材を育成したいと考えています。 

求める学生像 

 人間福祉学科では、以下の知識・技能・態度が備わった学生を求めます。 

1.地域社会における諸問題に広く関心を持ち、介護福祉士資格取得に向けた強い学習意

欲を持つ人。 

2.現代社会のかかえている諸問題に広く関心を持ち、自らの意見を述べることができる

人。 



  

3.周囲の人との良好な人間関係を保つためのコミュニケーション能力があり、他者に対

する誠実な態度と礼儀のある人。 

4.入学後の修学に必要な基礎学力があり、自己目標を達成するために主体的に学ぼうと

する人。 

入学者選抜の基本方針 

 人間福祉学科では、本学科の求める学生像に記された要件を備えた学生を適正に受け入

れるために、推薦入試、試験入試（一般試験入試・大学入試センター試験利用入試）、特

別入試の 3つの方法で選抜を行います。 

1.推薦入試では、介護福祉士を目指す目的意識を持ち、人間性豊かで意欲的な学生を受

け入れるために、面接を課します。 

2.試験入試（一般試験入試［前期］・大学入試センター試験利用入試）では、学科の学

修に主体的に取り組める基礎的知識・学力を持った学生を受け入れるために、国語と

英語を課します。試験入試（一般試験入試［後期］）では、学科の学修に主体的に取

り組める基礎的知識・学力と理解力、表現力を持った学生を受け入れるために、国語

と面接を課します。 

3.特別入試では、社会人としての経験や介護福祉士を目指す目的意識を持ち、学科の学修

に取り組める理解力、表現力を持った学生を受け入れるために、作文と面接を課します。

また、外国人留学生として学修したいという人には、学科の学修に主体的に取り組める日

本語能力と理解力、表現力を持った学生を受け入れるために、日本語と面接を課します。

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：ホームページにて公開している（大学紹介≫ 学生数・教員数・組織図） 

http://www.t-bunkyo.jp/aboutus/college.html 

 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 2 人 － 2 人

総合文化学科 － 5 人 6人 1人 0人 0人 12 人

子ども学科 － 5 人 1人 5人 2人 0人 13 人

人間福祉学科 － 4 人 3人 3人 0人 0人 10 人

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

2 人 0人 2人

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 

公表方法：本学ホームページにて公開している（大学紹介≫ 情報公

開≫ 2. 修学上の情報等≫(1) 教員組織、各教員が有する学位及び

業績）（http://www.t-bunkyo.jp/aboutus/disclosure/） 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

FD 活動は、「教育開発センター」を中心に、授業改善等各種アンケートの実施や研修会、教育改善活動

等を実施している。 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員

（c） 

在学生数

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

総合文化学科 60 人 57 人 95％ 140 人 111 人 79％ 人 人

子ども学科 100 人 102 人 102％ 200 人 208 人 104％

人間福祉学科 60 人 33 人 55％ 140 人 66 人 47％ 人 人

合計 220 人 192 人 87％ 480 人 385 人 80％ 人 人

（備考） 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。）
その他 

総合文化学科 
41 人

（  24％）

2人

（  4.9％）

36 人

（  88％）

3人

（   7.3％）

子ども学科 
97 人

（  56％）

5人

（  5.2％）

85 人

（  88％）

7人

（  7.2％）

人間福祉学科 
36 人

（  20％）

0人

（  0％）

36 人

（  100％）

0人

（  0％）

合計 
174 人

（100％）

７人

（ 4％）

157 人

（90.3％）

10 人

（5.7％）

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

進学先：東北文教大学、駒沢女子大学、帝京大学 

就職先：幼稚園教諭、認定こども園教諭、保育所保育士、児童・障がい者福祉施設職員 



  

    老人福祉施設介護士、介護事業所介護士 

    建設業、製造業情報通信業、運輸業、卸売業・小売業、不動産業・物品賃貸業、サービス業他

（備考） 

 

  



  

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 
入学者数 

修業年限期間内

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

総合文化学科 
42 人

（100％）

41 人

（  97.6％）

0人

（  0％）

1人

（  2.4％）

0人

（  0％）

子ども学科 
101 人

（100％）

96 人

（  95％）

0人

（  0％）

5人

（  5％）

0人

（  0％）

人間福祉学科 
38 人

（100％）

36 人

（  94.7％）

1人

（  2.6％）

1人

（  2.6％）

0人

（  0％）

合計 
181 人

（100％）

173 人

（  95.6％）

1人

（  0.6％）

7人

（  3.9％）

0人

（  0％）

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

全学組織である教務委員会にシラバス検討・作成小委員会を設け、シラバス作成要領案を

策定している。策定に当たっては、シラバスの各項目の検討や特に注意すべき留意点等に

ついて協議し、教務委員会に諮った上で作成要領を確定している。確定した作成要領は、

次年度の開講科目一覧を提案する教授会において周知し、シラバス作成を開始する。また、

教授会終了後に FSD 研修を開催し、シラバス作成の変更点や作成上の特に注意すべき留

意点等、作成要領について詳しく説明を行っている。非常勤講師については、個別に対応

している。 
シラバスの記載項目は、「科目のねらい」「授業の概要」「達成目標・到達目標」「単

位認定の要件」「単位の認定方法及び割合」「授業計画（項目、内容）」「時間外学修」

「課題に対するフィードバック」「使用テキスト・教材」「参考文献」「連絡先」として

いる。 
授業担当者から提出されたシラバスについては、シラバス検討・作成小委員会と学務課

職員が一体となり、シラバスの記載内容が適正であるかをチェックしている。単なる編集

上のチェックのみならず、学科のカリキュラムポリシーに基づいての確認も行い、内容等

について、不足・不備等の修正が必要な場合には、委員より教員に連絡し、追加修正等を

依頼している。 
 シラバス作成終了後、教務委員会において、検討・作成小委員会より、内容チェック後

の課題等の報告とシラバス作成全体の反省点等について報告を行い、次年度への改善に活

かしている。 
 完成したシラバスは、前期のオリエンテーション前までにホームページに公開し、オリ

エンテーション期間内での教務ガイダンスや学生の履修登録に支障のないようにしてい

る。 
 年間の授業については、学科会議でその年度の開講科目について検討し、全学組織であ

る教務委員会に諮った上で、教授会において審議され決定している。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 



  

（概要） 

単位認定については、履修規程に授業時数の 3分の 2以上の出席が必要であることを明

示するとともに、学修成果の評価については、全授業科目のシラバスに、「科目のねらい」

「授業の概要」「達成目標・到達目標」「単位認定の要件」「単位の認定方法及び割合」

「授業計画（項目、内容）」「時間外学修」「課題に対するフィードバック」を明示し、

100 点満点法により厳格に実施している。 

学生には、前・後期毎の履修科目について、Ｓ（100 点〜90 点）、Ａ（89 点〜80 点）、

Ｂ（79 点〜70 点）、Ｃ（69 点〜60 点）、Ｄ（59 点以下、不合格）の表記で通知するとも

に、学修成果をＧＰＡとして学生に通知し、学修の達成度を意識させている。 

ＧＰＡの算出は、以下の方法で実施している。本学では、学修成果がより実感できるよ

うに、科目のＧＰの計算には、学修成果の評価に使用した 100 点満点法による得点をその

まま利用している。 

 

   ＧＰＡ＝（科目のＧＰ×科目の単位数）の合計÷総登録科目単位数 

   科目のＧＰ＝（得点−55）÷10 

 

ＧＰＡを適切に実施するため、ＧＰＡの算出には、履修取り消し・履修放棄・履修不履

行の科目及び他大学等で取得した単位を含めないこと、不合格・出席不足の科目のＧＰは

０点であること、再履修科目のＧＰは再履修後のＧＰを利用すること等を公表している。

また、履修規程に、年間の標準修得単位数、履修登録単位数の上限、履修の順序、進級

要件等について明示し、各学期のオリエンテーション、クラスミーティング等でも説明し

ている。 

以上のことを踏まえ、カリキュラムで定められた各区分の所定の単位数を含めた、卒業所

要単位を修得することにより、総合文化学科は、短期大学士（総合文化学）、子ども学科

は、短期大学士（子ども学）、人間福祉学科は、短期大学士（人間福祉学）の学位を授与

している。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる

単位数 

ＧＰＡ制度の採用

（任意記載事項）

履修単位の登録上限

（任意記載事項）

 

総合文化学科 62 単位 有・無 54 単位

子ども学科 62 単位 有・無 54 単位

人間福祉学科 62 単位 有・無 54 単位

 
 単位 有・無 単位

 単位 有・無 単位

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 
公表方法：GPA 運用要項をホームページで公開している。

（http://www.t-bunkyo.jp/syllabus/jc/） 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項）

公表方法：学生満足度及び、学修成果をホームページで公開して

いる（http://www.t-bunkyo.jp/aboutus/disclosure/） 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：大学案内（ホームページ「デジタルパンフレット」(http://www.t-

bunkyo.jp/request/digital-pamphlet.html)、学生便覧（ホームページ「キャンパスラ

イフ≫学生生活」（http://www.t-bunkyo.jp/campuslife/pdf/tebiki_jc.pdf））、 

ホームページ（大学紹介≫情報公開≫1.教育研究上の基礎的な情報≫(3) 校地・校舎

等 の 施 設 そ の 他 の 学 生 の 教 育 研 究 環 境 ） （ http://www.t-

bunkyo.jp/aboutus/disclosure/） 

 

  



  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

 

総合文化

学科 
620,000 円 280,000 円

（1年次）

287,000 円

施設設備整備費：125,000 円 

教育充実費：142,000 円 

実験実習費：20,000 円 

（2年次）

267,000 円

施設設備整備費：125,000 円 

教育充実費：142,000 円 

子ども学

科 
620,000 円 280,000 円 337,000 円

施設設備整備費：125,000 円 

教育充実費：142,000 円 

実験実習費：70,000 円 

人間福祉

学科 
620,000 円 280,000 円 377,000 円

施設設備整備費：125,000 円 

教育充実費：142,000 円 

実験実習費：20,000 円 

 
 円 円 円 

 円 円 円 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

全学年に対し、前期・後期にオリエンテーションを実施し、教務委員を中心に教務ガイダン

スを行い、各学年における履修上の注意点等について説明している。また、クラス担任制も導

入し、より丁寧な履修指導を行っている。 
 １年次の必修科目として各学科に「基礎演習」を設け、大学で学ぶための基礎力育成のため、

資料の読解、文献探索、各資料の収集方法等を習得させている。 
学期毎の GPA が、学科で定めた基準値を下回る学生に対しては、クラス担任が面談を行い、

段階的に教務委員や保護者も面談に加わり、学習方法の改善等を話し合い、学習意欲の喚起を

促すとともに、必要に応じて補習指導等も行っている。 
学生の学修相談等に応えるためにオフィスアワーを設け、常駐する時間帯を各研究室入り口

に掲示し、学生の相談等に対応している。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

就職・進学支援について進路支援センターを設けており、センター長は教員が兼務し、専

任の事務職員 5名が個別相談を主体に対応している。進路支援は、各学科の教員 2名の併せ

て 6名の進路委員とクラス担任を含めた個別面談を行い進路支援センターと情報を共有して

一貫した指導と支援を行っている。特に、クラス担任の個別面談は進路支援センターと進路

委員が連携して計画している進路ガイダンス（毎週実施）の一環として行っている。また、

進路支援センターでは、進路資料室に「情報検索用 PC、各事業所案内、求人情報・インター

ンシップ情報、進学先資料等」を自由に閲覧できるよう常時整備している。求人情報、イン

ターンシップ情報は、進路支援センターモバイルサイトにも掲載し情報提供している。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

 学生の健康管理については、主に保健センターが担っている。メンタルケアやカウンセリ

ングについては、カウンセリングセンターが担当し、必要に応じて保健センターと連携しな

がら、学科の各担任とともに対応している。保健センターには、専門職員として看護師 1名

が、カウンセリングセンターには、非常勤カウンセラー3名と、顧問として心療内科医 1名

を配置し相談に応じている。 

 

 



  

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：ホームページにて公表している（大学紹介≫情報公開） 

http://www.t-bunkyo.jp/aboutus/disclosure/ 

 

 


